
尾張旭市立旭中学校

２年学年だより

第６号

平成30年７月20日

先輩との最後の夏を胸に

部活動によっては、もうすでにみなさんの代に変わったところもあること
でしょう。中総体が近づくにつれて、熱の入った練習をする先輩たちの姿は
みなさんも目にしたことでしょう。「大会に負ける＝引退」ですから、共に技
量の向上に努めた仲間たちとの最後の夏のために精一杯の姿を見せてくれて
いたと思います。
私がソフトテニス部顧問を務めていた最初の年もそんな姿を目にしました。

かつては県大会への出場経験もあるその部活動は、私が引き継いだ当時、地
区大会突破も夢の学校になっていました。
その年の夏は、あと一勝で愛日大会進出が勝ち取れるところまで来ました。

キャプテンのBくんのペアが勝利すれば、久しぶりの愛日大会進出です。試合
はフルセットにもつれ込み、「愛日～！」と叫びながらボールを打ち返すBく
んの姿に、私もコートの外の部員たちも大声援を送りました。しかし、あと
一本、あと一勝が届かず、地区大会敗退となりました。Ｂくんは３年間一度
も上位大会への進出はできませんでした。引退のときの言葉で、「僕たちがで
きなかった愛日出場をぜひ果たしてください」と語り、彼は部活動を去って
行きました。
最後の夏のＢくんの姿と後輩へのメッセージは、私が中総体を前にしたメ

ンバーに伝えてきました。その時々の部員に恵まれて、何度か愛日大会に出
場するチームになりましたし、愛日大会・県大会の決勝の審判をさせていた
だいた経験も大きな学びとなりました。あの雰囲気の中でコートに立たせて
あげたい。そう思って指導にあたるようになったのもBくんの姿があって、顧
問としての自分も奮起したからだと今でも思います。
代が変わったということは、みなさんの引退の時まで残り１年だというこ

とでもあります。先輩たちが背中で語っていたメッセージをみなさんはどう
受け止めたでしょうか。これからの練習を大事にして、悔いのない１年後に
つなげてください。応援しています。

出会いはどこからでも

先日の授業で杉原千畝（ちうね）を話題にしたところ、ほとんどの人が知
らないことに驚きました。杉原千畝は「日本のシンドラー」とも呼ばれる人
物で、リトアニアの領事館を退去した後の出発間際の列車内まで「命のビザ」
を書き続けたことで知られています。「日本のシンドラー」を知らないとした
ら、「イギリスのシンドラー」とよばれたニコラス・ウィントン（1909～20
15）のことは、もっと知らないのではないでしょうか。
実は私も生前の彼を知りませんでした。杉原千畝を知ったのは、当時放映

 

 



されていたテレビ番組を観てからでしたが、ウィントンを知ったのは、彼が
亡くなった２日後の新聞のコラム欄に書かれた文章からでした。
スキー旅行に向かおうとしていた彼は、友人からチェコスロバキアの難民

キャンプにいるユダヤ人の置かれた状況を聞きました。旅行をキャンセルし
てチェコスロバキアに向かった彼は、ユダヤ人難民の現状を見て、子どもた
ちをイギリスに逃す活動（里親探し、資金集め、次々と列車を用意するなど）
に力を尽くすことになります。９月３日発の列車に乗車予定の250名の子ど
もたちは、９月１日から始まった第二次世界大戦の影響で消息がとだえてし
まいましたが、669名の子どもたちを救うことができました。
ウィントンに救われた子どもたちは、今、子、孫と世代を重ねています。「彼

がいなかったら、私の家族はいなかった」という言葉を残している女性もい
ます。慈善活動に従事し、今度は救う側で貢献している人たちも出てきてい
るといいます。
私もそれなりに勉強しているつもりですが、まだまだ知らない人がたくさ

んいます。みなさんにも新聞、テレビの番組、インターネット、書籍、旅行
先でといろんなところに出会いが待っていそうです。夏休みの時間を、自分
の世界を広げる機会につなげてください。 【文責：水野 千広】

パワーアップした歌声を体育館に響かせよう

今年度の文化発表会は、来年３月まで続く改修工事の関係で、中学校の体育館で行

われます。会場は変わりますが、会場中に歌声を響かせてほしい、自分たちの歌声で

感動してほしいと思っていることに変わりありません。男子の低音と女子の高音が醸

し出すハーモ二ーを体育館中に響かせ、さすが２年生という歌声を聴くことができる

のを楽しみにしています。

１ Ｆ組 時を越えて【指揮者：伊藤梨里、伴奏者：林 咲希】

２ Ｈ組 ＨＥＩＷＡの鐘 【指揮者：千藤朱莉、伴奏者：足立みすず】

３ Ｂ組 心の瞳【指揮者：土田愛莉、伴奏者：服部壮真】

４ Ｅ組 輝くために【指揮者：松村美優菜、伴奏者：小八重美佑】

５ Ａ組 ＣＯＳＭＯＳ【指揮者：石谷結衣、伴奏者：加藤未悠】

６ Ｃ組 生きている証【指揮者：松尾圭花、伴奏者：邉田涼香】

７ Ｇ組 きみにとどけよう【指揮者：児玉夢奈、伴奏者：真野青空】

８ Ｄ組 時の旅人【指揮者：岡本咲希、伴奏者：橋本 響】

次の出校日は８月20日です。

昨年度まで２回あった出校日は、今年度から１回になります。多くの教科で出校日

の８月20日（月）が課題提出期限となっています。三者懇談会時に受け取った課題

一覧を見て、提出忘れがないようにしましょう。もし、この日に何かの都合で欠席す

るときは、事前に担任の先生、教科の先生に課題提出の相談をしてください。

他にも夏休みの作品募集の案内が出ています。こちらの作品募集の提出期限も8月

20日です。せっかくの夏休みです。１つでも２つでも興味をもったものに取り組み、

応募してみませんか。


